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Web of Science 検索演習 九州工業大学様(戸畑・飯塚キャンパス) 

１．一般検索(前方一致検索、項目指定、演算) 
 
 
 
 
 
Web of Science のタブ選択を確認します。 

検索語欄一行目に plasma を記入し、右横の in 以降の項目選択を Topic のままにします。 

検索語欄二行目に”nonlinear phenomen*”(アスタリスクは語尾変化をすべて許すことを意味し、ダブルク

オーテーション記号でその内側の文字列がフレーズであることを指定しています。)を記入し、項目を

Author から Topic に変更します。検索語入力欄左横の演算子を AND のまま、         をクリ

ックし検索を実行します。 
２．レコード表示(引用文献、被引用文献) 
 

 

 

 

上記の検索結果表示レコードの一つについてタイトル部分をクリックします。 詳細表示へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊引用文献 References の数値部分をクリックします。 引用文献の表示へ 

Back to results list をクリックして検索結果へもどります。 

 
さらに Back to results list をクリックして結果リストに戻ります。 

右側の Sort by を Times Cited に変更します。 

レコードリストが被引用順に配列されます。 
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上位にリストされているタイトルのいずれかをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊被引用文献 
Times Cited の数値部分をクリックします。 被引用レコード(当該論文を引用している文献)が表示。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当該論文が上部に、被引用文献が下部にリストされます。 

３．被引用分析 
 
 
 

Times Cited被引用文献 References 参考文献 



3 
 

まず九州工業大学所属の研究者の論文を探すため、 Kyushu Inst Technol を記入した上、右側の項目を

Address に変更します。このままでも 1 万件未満なので被引用分析は可能ですが、少し絞り込むために、

2 行目に iizuka と記入し、右側の項目を Address に変更します。 

画面右端の Create Citation Report をクリックします。各年の被引用件数が数値ランク結果として表示さ

れます。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
被引用の多い順にリスト表示されます。年度ごとの被引用回数も表示されます。 

４．被引用検索 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

野依 良治氏の文献を引用する文献を検索するため Cited Author 欄に Noyori R*を記入します。 

Accounts of Chemical Research 掲載のものについて、Cited Work 欄に ACCOUNTS CHEM RES を追

加記入し、検索します。 

1997 年の Vol.30 Page97 についてチェックし、 をクリックします。被引用レコードが表示

されます。 

５．Analyse 
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上記のように”Continuous phase transition”を記入し、検索します。 

レコード表示リスト右上の Analyze Results をクリックします。簡易な Analyze は左側領域の Refine 

Results 欄を使用して行うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Source Title を指定し、対象件数などを決定し、     をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
６．レコードの一括出力処理(Add to Marked List) 
 
 
 
 
 
 
 
 
例：”negative refraction” を Topic 項目で検索します。 

Sort by を Times Cited に変更し、希望レコードにチェックして、        をクリックします。 

(検索および Add to Marked List をその都度行って、レコードを蓄積可能。) 
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画面上部の Marked List 部分をクリックし、マークしたレコードを表示の上、出力を指定します。(通

常個別に行う印刷、ダウンロード、e-mail、EndNote Web や EndNote PC 版への出力いずれも可能。) 

７．リファレンスツールへの取り込み(EndNote Web, EndNote PC 版) 
 
 
 
 
 
 
 
例：”Berry Phase”を入力し Topics 項目を検索します。 

EndNote Web の場合 
あらかじめ利用者登録を行っておきます。(メールアドレスが必要。パスワードは規則に従う。) 

レコードにチェックし、 をクリックします。登録したアカウントを使って各自の

EndNote Web 利用ページにログインし、データを取り込みます。 

(投稿用に論文末に引用リストを作成するには、あらかじめ EndNote Web ページでプラグインのセットア

ップまたは EndNote PC 版 Ver10.02 以上のセットアップが必要です。) 

 

EndNote PC 版の場合 
あらかじめ EndNote PC 版を購入おいただく必要がございます。 

レコードにチェックし、画面をスクロールして画面下方の                 をクリッ

クしてデータを取り込みます。 

(EndNote Web と EndNote PC 版相互のデータ転送可能。) 

 

その他の例題： 

１．iPS 細胞について書かれた文献のうち引用が最も多い文献を特定し、この論文が引用されたら引用論

文をメール配信されるよう設定します。(Create Citation Alert) 

induced pluripotent stem cells or ips cells を Topics 項目で検索。 
            をクリックしてレコードの被引用順にリスト表示させます。 

引用数の最も多い文献のタイトルをクリックして詳細を表示します。 

画面右側の           をクリックします。 
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登録したアカウントを入力します。アラートフォーマット(Plain Text, HTML など)を決めます。 

２．上記文献の引用と同一の引用を行っている文献(Related Records:関連文献)を探します。 

induced pluripotent stem cells or ips cells を Topics 項目で検索します。 

結果表示のタイトルの一つをクリックします。 

 

 

 

画面右側の Related Records 欄の view related records をクリックします。 

 

 

 

 

 

引用文献が共通する文献(Related Records)リストが、共通数(Shared Refs)の多い順に表示されます。関連

文献それぞれの引用文献(Cited Refs)数も表示されます。 

Tips 
 検索履歴による組み合わせ検索 Search History タブをクリックし、検索式と演算子にチェックし検

索します。 

 前方一致の種類と記号 無制限変化 *  、1 文字変化 ?  、0 または 1 文字変化 $ 

 論理積演算子の種類  論理積(共通の集合) AND 、同一センテンス内の論理積 SAME 、隣接  

フレーズの表現通り 

 Analyse の簡略方式(Refine Results) 結果リスト左側の Refine Results 欄で指定クリックして、著

者別、収録誌別などの二次検索を実行します。 

 
 
 
 
 

 検索式の保存、Alert 配信 Search History タブをクリックします。                        をク

リックし、登録アカウントを入力します。History Name、メールアドレス、配信頻度などを記入し

Send Me 欄にチェックした上で保存します。  
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 Proceedings への限定 (Analyse による) 

   (例)DiabetesをTopics項目に記入し、2行目に treatmentをTopics項目に指定して検索した結果、

Refine Results 欄の Document Types において Proceedings Paper にチェックし、Refine をクリ

ックして最初の結果件数の 10%ほどにあたる会議録データを得ます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


